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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるアップリンク送信パワーを制御する方法において、該方法は
無線機器により実行され、
　第１のＰＵＣＣＨセルと第２のＰＵＣＣＨセルに対するアップリンク送信パワーを調整
するためのＴＰＣモニタリング情報を受信するステップであって、該ＴＰＣモニタリング
情報は、該第１のＰＵＣＣＨセルに割当てられる第１のＴＰＣインデックス及び該第２の
ＰＵＣＣＨセルに割当てられる第２のＴＰＣインデックスを含む、ステップと、
　前記ＴＰＣモニタリング情報に基づいてダウンリンク制御チャネルをモニタリングして
、複数のＴＰＣを含むＴＰＣペイロードを受信するステップと、
　前記第１のＴＰＣインデックスと前記第２のＴＰＣインデックスとに基づいて、前記複
数のＴＰＣから前記第１のＰＵＣＣＨセルに対する第１のＴＰＣ及び前記第２のＰＵＣＣ
Ｈセルに対する第２のＴＰＣを取得するステップと、
　前記第１のＴＰＣと前記第２のＴＰＣを前記第１のＰＵＣＣＨセルと前記第２のＰＵＣ
ＣＨセルにおけるＰＵＣＣＨ送信に適用するステップと、
を含み、
　前記無線機器は、サービングセルの第１のセット及びサービングセルの第２のセットに
設定されることにより、二重接続に構成され、
　前記第１のＰＵＣＣＨセルは、前記サービングセルの第１のセット内の第１のＰＵＣＣ
Ｈを受信できるただ１つのセルであり、
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　前記第２のＰＵＣＣＨセルは、前記サービングセルの第２のセット内の第２のＰＵＣＣ
Ｈを受信できるただ１つのセルであることを特徴とするアップリンク送信パワー制御方法
。
【請求項２】
　前記ＴＰＣモニタリング情報は、前記ダウンリンク制御チャネルのＣＲＣにマスキング
されるＴＰＣ識別子を含む、請求項１に記載のアップリンク送信パワー制御方法。
【請求項３】
　無線通信システムにおけるアップリンク送信パワーを制御する装置において、
　無線信号を送信及び受信する送受信機と、
　前記送受信機と連結されるプロセッサと、を含み、前記プロセッサは、
　第１のＰＵＣＣＨセルと第２のＰＵＣＣＨセルに対するアップリンク送信パワーを調整
するためのＴＰＣモニタリング情報を受信するよう前記送受信機に指示し、該ＴＰＣモニ
タリング情報は、該第１のＰＵＣＣＨセルに割当てられる第１のＴＰＣインデックス及び
該第２のＰＵＣＣＨセルに割当てられる第２のＴＰＣインデックスを含み、
　前記ＴＰＣモニタリング情報に基づいてダウンリンク制御チャネルをモニタリングして
、複数のＴＰＣを含むＴＰＣペイロードを受信するよう前記送受信機に指示し、
　前記第１のＴＰＣインデックスと前記第２のＴＰＣインデックスとに基づいて、前記複
数のＴＰＣから前記第１のＰＵＣＣＨセルに対する第１のＴＰＣ及び前記第２のＰＵＣＣ
Ｈセルに対する第２のＴＰＣを取得し、
　前記第１のＴＰＣと前記第２のＴＰＣを前記第１のＰＵＣＣＨセルと前記第２のＰＵＣ
ＣＨセルにおけるＰＵＣＣＨ送信に適用するよう前記送受信機に指示するように構成され
、
　前記装置は、サービングセルの第１のセット及びサービングセルの第２のセットに設定
されることにより、二重接続に構成され、
　前記第１のＰＵＣＣＨセルは、前記サービングセルの第１のセット内の第１のＰＵＣＣ
Ｈを受信できるただ１つのセルであり、
　前記第２のＰＵＣＣＨセルは、前記サービングセルの第２のセット内の第２のＰＵＣＣ
Ｈを受信できるただ１つのセルであることを特徴とする装置。
【請求項４】
　前記ＴＰＣモニタリング情報は、前記ダウンリンク制御チャネルのＣＲＣにマスキング
されるＴＰＣ識別子を含む、請求項３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるアップリンク送
信パワーを制御する方法及びそれを利用した装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイル技術の発達と共にデータトラフィック使用量が急激に増加している。限定され
た無線リソースを利用してもう一層速くて多くのデータトラフィックを処理するために、
多様な方面で標準化作業及び技術開発が進行中である。３Ｄビームフォーミング（Ｂｅａ
ｍ　Ｆｏｒｍｉｎｇ）、マッシブ（Ｍａｓｓｉｖｅ）ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉｎ
ｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）、異種ネットワーク（ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅ
ｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）またはスモールセル（Ｓｍａｌｌ　Ｃｅｌｌ）などがその代表
的な例ということができる。
【０００３】
　スモールセルは、トラフィック容量及びデータレート増加のための技術のうち一つであ
る。スモールセルは、一般的にマクロセルカバレッジ内でホットスポット（ｈｏｔｓｐｏ
ｔ）として配置される。スモールセルとマクロセルとの間のバックホール（ｂａｃｋｈａ
ｕｌ）は、理想的（ｉｄｅａｌ）または非－理想的である。ｉｎｔｒａ－ｓｉｔｅ　ＣＡ
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（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｇａｔｉｏｎ）やＣｏＭＰ（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕ
ｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ）のような技術は、理想的バックホールを仮定する。二重接続（Ｄｕ
ａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）は、ｉｎｔｅｒ－ｓｉｔｅ　ＣＡとも呼ばれ、非－理
想的バックホールを仮定する。
【０００４】
　複数のセルが設定された状態でアップリンク送信パワーを制御する方法を提案する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、複数のサービングセルのためのアップリンク送信パワーを制御する方法及び
それを利用した装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様において、無線通信システムにおけるアップリンク送信パワー制御方法が提供さ
れる。前記方法は、無線機器が複数のサービングセルに対するアップリンク送信パワーを
調整するための複数のＴＰＣ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ）を受信
するためのＴＰＣモニタリング情報を受信するステップ、無線機器が前記ＴＰＣモニタリ
ング情報に基づいてダウンリンク制御チャネルをモニタリングし、ＴＰＣペイロードを受
信するステップ、前記ＴＰＣペイロード内で複数のＴＰＣを取得するステップ、前記複数
のＴＰＣを前記複数のサービングセルの各々に対するアップリンク送信パワーに適用する
ステップを含む。
【０００７】
　前記ＴＰＣモニタリング情報は、前記ダウンリンク制御チャネルのＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉ
ｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）にマスキングされるＴＰＣ識別子と前記ＴＰＣ
ペイロード内の前記複数のＴＰＣを示す複数のＴＰＣインデックスに対する情報を含む。
【０００８】
　前記ＴＰＣモニタリング情報は、前記ＴＰＣペイロードの大きさに対する情報を含む。
【０００９】
　他の態様において、無線通信システムにおけるアップリンク送信パワーを制御する装置
は、無線信号を送信及び受信する送受信機と、前記送受信機と連結されるプロセッサと、
を含む。前記プロセッサは、複数のサービングセルに対するアップリンク送信パワーを調
整するための複数のＴＰＣ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ）を受信す
るためのＴＰＣモニタリング情報を前記送受信機を介して受信し、前記ＴＰＣモニタリン
グ情報に基づいてダウンリンク制御チャネルをモニタリングし、ＴＰＣペイロードを前記
送受信機を介して受信し、前記ＴＰＣペイロード内で複数のＴＰＣを取得し、前記複数の
ＴＰＣを前記複数のサービングセルの各々に対するアップリンク送信パワーに適用する。
【発明の効果】
【００１０】
　複数のサービングセルで複数のアップリンクチャネルが送信される時、各アップリンク
チャネルに対するアップリンク送信パワーを調節することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】既存３ＧＰＰ　ＬＴＥにおけるＵＬパワー制御を示す。
【図２】３ＧＰＰ　ＬＴＥにおけるＤＣＩフォーマット３／３Ａの一例を示す。
【図３】複数のセルが設定されるシナリオの多様な例を示す。
【図４】本発明の一実施例に係るＵＬ送信パワー制御を示す流れである。
【図５】本発明の他の実施例に係るＵＬ送信パワー制御を示す。
【図６】本発明の実施例が具現される無線通信システムを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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　無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）は、固定されてもよいし、移動性を有し
てもよく、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、ＭＳ（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉ
ｏｎ）、ＭＴ（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＵＴ（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉｎａｌ
）、ＳＳ（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＰＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉ
ｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線モデム（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｍｏｄｅｍ）、携
帯機器（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれることもある。または
、無線機器は、ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）機器
のようにデータ通信のみをサポートする機器である。
【００１３】
　基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）は、一般的に無線機器と通信する固定局（
ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を意味し、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴ
Ｓ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他の用語で呼ばれることもある。
【００１４】
　以下、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ）ＴＳ（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）に基づく３ＧＰＰ　
ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に基づいて本発明が適用されること
を記述する。これは例示に過ぎず、本発明は、多様な無線通信ネットワークに適用される
ことができる。
【００１５】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、サブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）単位でスケジューリングが実
行される。例えば、一つのサブフレームの長さは１ｍｓであり、これをＴＴＩ（ｔｒａｎ
ｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）という。無線フレーム（ｒａｄｉｏ　
ｆｒａｍｅ）は、１０個のサブフレームを含み、一つのサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ
）は、２個の連続的なスロットを含むことができる。サブフレームは、複数のＯＦＤＭ（
ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉ
ｎｇ）シンボルを含むことができる。ＯＦＤＭシンボルは、３ＧＰＰ　ＬＴＥがダウンリ
ンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ、ＤＬ）でＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）を使用するため、時間領域
で一つのシンボル区間（ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒｉｏｄ）を表現するためのものに過ぎず、
多重接続方式や名称に制限をおくものではない。例えば、ＯＦＤＭシンボルは、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）シンボル、シンボル区間など、他の名称で呼ばれることも
ある。３ＧＰＰ　ＬＴＥによると、正規ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）で１サブフ
レームは１４ＯＦＤＭシンボルを含み、拡張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰで１サブフレーム
は１２ＯＦＤＭシンボルを含む。
【００１６】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥの物理チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）は、ＤＬ（ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ）物理チャネルとＵＬ（ｕｐｌｉｎｋ）物理チャネルとに区分されること
ができる。ＤＬ物理チャネルは、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及びＰＤＳＣＨ（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含む。ＵＬ物理チ
ャネルは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）及びＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）を含む。
【００１７】
　サブフレームの１番目のＯＦＤＭシンボルで送信されるＰＣＦＩＣＨは、サブフレーム
内で制御チャネルの送信に使われるＯＦＤＭシンボルの数（即ち、制御領域の大きさ）に
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対するＣＦＩ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒｍａｔ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を伝送する。無線
機器は、ＰＣＦＩＣＨ上にＣＦＩを受信した後、その次にＰＤＣＣＨをモニタリングする
。
【００１８】
　ＰＨＩＣＨは、アップリンクＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅ
ａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）のためのＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍ
ｅｎｔ）／ＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）信号を伝送
する。無線機器により送信されるＰＵＳＣＨ上のＵＬ（ｕｐｌｉｎｋ）データに対するＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、ＰＨＩＣＨ上に送信される。
【００１９】
　ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報をダウンリンク制御情報（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＤＣＩ）という。ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨのリ
ソース割当（これをＤＬグラント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）ともいう）、ＰＵＳ
ＣＨのリソース割当（これをＵＬグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）ともいう）、任
意のＵＥグループ内の個別ＵＥに対する送信パワー制御命令のセット及び／またはＶｏＩ
Ｐ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の活性化を含むこと
ができる。
【００２０】
　ＰＤＣＣＨの検出のためにブラインドデコーディングが使われる。ブラインドデコーデ
ィングは、受信されるＰＤＣＣＨ（これを候補（ｃａｎｄｉｄａｔｅ）ＰＤＣＣＨという
）のＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）に希望の識別子をデマ
スキングし、ＣＲＣエラーをチェックして該当ＰＤＣＣＨが自分の制御チャネルかどうか
を確認する方式である。基地局は、無線機器に送るＤＣＩによってＰＤＣＣＨフォーマッ
トを決定した後、該当ＤＣＩにＣＲＣを付ける。そして、ＰＤＣＣＨのオーナ（ｏｗｎｅ
ｒ）や用途によって固有な識別子（これをＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅ
ｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）という）をＣＲＣにマスキングする。
【００２１】
　ＰＵＣＣＨは、ＵＣＩ（ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を
伝送し、多重フォーマットをサポートする。ＰＵＣＣＨフォーマットに従属した変調方式
（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅ）によってサブフレーム当たり互いに異なるビッ
ト数を有するＰＵＣＣＨを使用することができる。ＰＵＣＣＨフォーマット１は、ＳＲ（
Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ
／１ｂは、ＨＡＲＱのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット２は、ＣＱＩの送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット２ａ／２ｂは、ＣＱＩ及びＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ信号の同時（ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓ）送信に使われる。
【００２２】
　図１は、既存３ＧＰＰ　ＬＴＥにおけるＵＬパワー制御を示す。
【００２３】
　基地局は、ＴＰＣ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ）１０に対する情
報を無線機器に送る。ＴＰＣ１０は、基地局がＵＬ送信パワーを調整するために送る情報
であって、ＰＤＣＣＨ上に受信される。第一に、ＴＰＣ１０は、ＤＬ送信またはＵＬ送信
のためのスケジューリング情報と共にＤＣＩに含まれて送信されることができる。第二に
、ＴＰＣ１０は、ＵＬ送信パワーを送るＤＣＩ（これをＤＣＩフォーマット３／３Ａとい
う）に含まれて送信されることができる。ＴＰＣが１ビットの場合、ＤＣＩフォーマット
３Ａであり、ＴＰＣが２ビットの場合、ＤＣＩフォーマット３である。
【００２４】
　無線機器は、ＴＰＣ１０に基づいてＵＬ送信パワーを決定し、これに基づいてＵＬチャ
ネル２０を送信する。
【００２５】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１０．１２．０（２０１４－０３）の５節を参照す
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ると、サブフレームｉでＰＵＳＣＨ送信のための送信パワーＰＰＵＳＣＨ（ｉ）は、以下
のように定義される。
【００２６】
【数１】

【００２７】
　ここで、
　ＰＣＭＡＸは、サブフレームｉで設定された最大送信パワー、
　ＭＰＵＳＣＨ（ｉ）は、サブフレームｉでＰＵＳＣＨリソース割当の帯域幅、
　ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）は、上位階層で与えられるパラメータ、
　α（ｊ）は、上位階層に与えられるパラメータ、
　ＰＬｃは、無線機器により計算されるＤＬ経路損失推定（ｐａｔｈｌｏｓｓ　ｅｓｔｉ
ｍａｔｅ）、
　ΔＴＦ（ｉ）は、無線機器特定パラメータ、
　ｆ（ｉ）は、ＴＰＣから取得される特定値である。
【００２８】
　サブフレームｉでＰＵＣＣＨ送信のための送信パワーＰＰＵＣＣＨ（ｉ）は、以下のよ
うに定義される。
【００２９】

【数２】

【００３０】
　ここで、
　ＰＣＭＡＸは、サブフレームｉで設定された最大送信パワー、
　ＰＬｃは、無線機器により計算されるＤＬ経路損失推定、
　ＰＯ＿ＰＵＣＣＨは、基地局により与えられるパラメータ、
　ｈ（ｎＣＱＩ、ｎＨＡＲＱ、ｎＳＲ）は、ＰＵＣＣＨフォーマットに従属する値、
　ΔＦ＿ＰＵＣＣＨ（Ｆ）は、上位階層により与えられるパラメータ、
　ΔＴｘＤ（Ｆ）は、ＰＵＣＣＨが多重アンテナを介して送信される時に設定される値、
　ｇ（ｉ）は、ＴＰＣから取得される特定値である。
【００３１】
　図２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥにおけるＤＣＩフォーマット３／３Ａの一例を示す。
【００３２】
　ＴＰＣ（ｎ）は、ｎ番目のＴＰＣ値であり、ｎは、ＴＰＣインデックスという。Ｎ個の
ＴＰＣ値がペイロード（ｐａｙｌｏａｄ）され、ＣＲＣが付加される。ＣＲＣにはＴＰＣ
を有するＤＣＩフォーマット３／３Ａであることを識別するようにするためのＴＰＣ－Ｒ
ＮＴＩがマスキングされる。
【００３３】
　無線機器は、サブフレーム毎にＴＰＣ－ＲＮＴＩをデマスキングしてＰＤＣＣＨをモニ
タリングする。ＣＲＣエラーがないＰＤＣＣＨ上にＤＣＩを受信すると、無線機器は、あ
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らかじめ割り当てられたＴＰＣ　ｉｎｄｅｘに該当するＴＰＣをＵＬ送信パワーに適用す
る。
【００３４】
　以下、多重セル環境に対して記述する。
【００３５】
　ＣＡ（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）環境または二重接続（ｄｕａｌ　ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）環境で、無線機器は、複数のサービングセルによりサービング
されることができる。各サービングセルは、ＤＬ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）ＣＣ（ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）またはＤＬ　ＣＣとＵＬ（ｕｐｌｉｎｋ）ＣＣの対に定義さ
れることができる。
【００３６】
　サービングセルは、１次セル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）と２次セル（ｓｅｃｏｎｄ
ａｒｙ　ｃｅｌｌ）とに区分されることができる。１次セルは１次周波数で動作し、初期
接続確立過程を実行し、または接続再確立過程を開始し、またはハンドオーバ過程で１次
セルに指定されたセルである。１次セルは、基準セル（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｅｌｌ）
ともいう。２次セルは、２次周波数で動作し、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ）接続が確立された後に設定されることができ、追加的な無線リソースの
提供に使われることができる。常に少なくとも一つの１次セルが設定され、２次セルは、
上位階層シグナリング（例、ＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）
メッセージ）により追加／修正／解除されることができる。１次セルのＣＩ（ｃｅｌｌ　
ｉｎｄｅｘ）は、固定されることができる。例えば、最も低いＣＩが１次セルのＣＩに指
定されることができる。以下、１次セルのＣＩは０であり、２次セルのＣＩは１から順次
に割り当てられると仮定する。
【００３７】
　図３は、複数のセルが設定されるシナリオの多様な例を示す。
【００３８】
　第１の基地局１１０は、広いカバレッジを有するマクロ基地局であり、第２及び第３の
基地局１２０、１３０は、比較的狭いカバレッジを有するスモール基地局という。マクロ
基地局１１０により運営されるセルをマクロセルといい、スモール基地局１２０、１３０
により運営されるセルをスモールセルという。各基地局１１０、１２０、１３０は、一つ
またはそれ以上のセルを運営することができる。
【００３９】
　シナリオ１は、マクロ基地局１１０とスモール基地局１２０、１３０が同じ周波数バン
ドを利用して無線機器１４０と通信する場合である。シナリオ２は、マクロ基地局１１０
とスモール基地局１２０、１３０が互いに異なる周波数バンドを利用して無線機器１４０
と通信する場合である。シナリオ２は、スモール基地局１２０がマクロ基地局１１０のカ
バレッジ外にあり、同じまたは互いに異なる周波数バンドを利用して無線機器１４０と通
信する場合である。
【００４０】
　二重接続状況で、複数のセルが設定される無線機器にマスターセルグループ（Ｍａｓｔ
ｅｒ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ、ＭＣＧ）と２次セルグループ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅ
ｌｌ　Ｇｒｏｕｐ、ＳＣＧ）が設定されることができる。ＭＣＧは、１次セル（ＰＣｅｌ
ｌ）及びゼロまたはそれ以上の２次セル（ＳＣｅｌｌ）を有するサービングセルのグルー
プである。ＭＣＧは、マクロ基地局１１０によりサービングされることができ、ＳＣＧは
、一つまたはそれ以上のスモール基地局１２０、１３０によりサービングされることがで
きる。ＳＣＧは、プライマリ２次セル（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ
、ＰＳＣｅｌｌ）とゼロまたはそれ以上の２次セルを有する２次セルのグループである。
ＭＣＧセルはＭＣＧに属するセルであり、ＳＣＧセルはＳＣＧに属するセルである。ＰＳ
Ｃｅｌｌは、無線機器がランダムアクセスを実行する２次セルであって、アップリンク制
御チャネル（例、ＰＵＣＣＨ）が送信されることができるセルである。
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【００４１】
　ネットワークで特定セルにＰＵＣＣＨトラフィックが集中することを防ぐために、二重
接続をサポートしない場合も、ＣＡ状況でＰＵＣＣＨオフローディング（ｏｆｆｌｏａｄ
ｉｎｇ）をサポートすることができる。無線機器に設定される複数のサービングセルを複
数のセルグループに分け、各セルグループ当たり少なくとも一つのセルがＰＵＣＣＨを送
信することができるように設定できる。
【００４２】
　以下、ＰＣｅｌｌを含むセルグループを第１のセルグループといい、少なくとも一つの
２次セルを含むセルグループを第２のセルグループという。第１のセルグループ内でＰＵ
ＣＣＨ送信が可能なセルを第１のＰＵＣＣＨセルといい、第２のセルグループ内でＰＵＣ
ＣＨ送信が可能なセルを第２のＰＵＣＣＨセルという。第１のＰＵＣＣＨセルと第２のＰ
ＵＣＣＨセルは、独立的にＵＬチャネルを送信することができる。第１のＰＵＣＣＨセル
は、ＰＣｅｌｌである。第２のＰＵＣＣＨセルは、ＰＳＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌである
。以下、第１のＰＵＣＣＨセルはＰＣｅｌｌと表記し、第２のＰＵＣＣＨセルはＰＰＣｅ
ｌｌと表記することができる。ＰＣｅｌｌは、第２のセルグループ内のセルのうちＰＰＣ
ｅｌｌを指定するメッセージを送ることができる。
【００４３】
　前述したように、既存のＵＬ送信パワーは、一つのセルでＰＵＣＣＨが送信されること
のみを考慮している。したがって、ＰＣｅｌｌ及びＰＰＣｅｌｌで２個のＰＵＣＣＨが送
信される時、２個のＰＵＣＣＨに対するＵＬ送信パワーをどのような方式に制御するかを
提案する。
【００４４】
　以下、２個のセルで送信される２個のＰＵＣＣＨに対するＵＬ送信パワーを制御するこ
とを掲示するが、当業者であれば、複数のセルで送信される複数のＰＵＣＣＨに対するＵ
Ｌ送信パワーを制御することに容易に適用することができる。
【００４５】
　まず、ＰＣｅｌｌ及びＰＰＣｅｌｌの各々に図２に示すように、ＤＣＩフォーマット３
／３Ａが与えられ、該当セルに対するＰＵＣＣＨ送信パワーの制御に活用できる。例えば
、ＰＣｅｌｌで第１のＤＣＩフォーマット３が受信され、ＰＰＣｅｌｌで第２のＤＣＩフ
ォーマット３が受信されると仮定する。第１のＤＣＩフォーマット３は、第１のＴＰＣ－
ＲＮＴＩに基づいてモニタリングされ、第２のＤＣＩフォーマット３は、第２のＴＰＣ－
ＲＮＴＩに基づいてモニタリングされることができる。無線機器は、第１のＤＣＩフォー
マット３のＴＰＣをＰＣｅｌｌで送信される第１のＰＵＣＣＨの送信パワーに適用し、第
２のＤＣＩフォーマット３のＴＰＣをＰＰＣｅｌｌで送信される第２のＰＵＣＣＨの送信
パワーに適用することができる。これは既存ＤＣＩフォーマット３／３Ａの構造をそのま
ま活用できる長所がある。しかし、無線機器が２個のＤＣＩフォーマットに対して別途に
ブラインドデコーディングを実行することによって、追加的なモニタリングの負担が大き
くなることができる。
【００４６】
　図４は、本発明の一実施例に係るＵＬ送信パワー制御を示す流れである。
【００４７】
　無線機器は、ＴＰＣモニタリング情報を受信する（Ｓ４１０）。ＴＰＣモニタリング情
報は、無線機器が複数のセルに対するＴＰＣを有するＤＬ制御チャネルをモニタリングす
るために使われる情報である。ＴＰＣモニタリング情報は、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ（
ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージまたはＤＣＩを介して受信さ
れることができる。
【００４８】
　以下の表は、ＴＰＣモニタリング情報に含まれる要素の一例を示す。名称は、例示に過
ぎず、全ての要素が必須なものではない。
【００４９】
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【表１】

【００５０】
　無線機器は、ＴＰＣモニタリング情報に基づいてＰＤＣＣＨをモニタリングし、ＴＰＣ
を受信する（Ｓ４２０）。ＰＣｅｌｌの該当サブフレームの共用検索空間でＰＤＣＣＨが
モニタリングされることができる。
【００５１】
　ＴＰＣモニタリング情報は、ＰＤＣＣＨがモニタリングされる検索空間のタイプまたは
位置に対する情報を含むことができる。ＴＰＣモニタリング情報は、ＰＤＣＣＨがモニタ
リングされるセルに対する情報を含むことができる。
【００５２】
　無線機器は、共用検索空間内でＭＴＰＣ－ＲＮＴＩを利用してＰＤＣＣＨのＣＲＣを確
認する。ＣＲＣエラーが検出されない場合、該当ＰＤＣＣＨからＴＰＣペイロードを取得
する。無線機器は、ＴＰＣペイロード内で第１のＴＰＣ－ｉｎｄｅｘに対応する第１のＴ
ＰＣと第２のＴＰＣ－ｉｎｄｅｘに対応する第２のＴＰＣを取得することができる。第１
のＴＰＣと第２のＴＰＣは、同じビット数（１ビットまたは２ビット）を有することがで
きる。または、第１のＴＰＣと第２のＴＰＣは、互いに異なるビット数を有することがで
きる。
【００５３】
　無線機器は、第１のＴＰＣを第１のＰＵＣＣＨのための送信パワーに適用し、第２のＴ
ＰＣを第２のＰＵＣＣＨのための送信パワーに適用する（Ｓ４３０）。各ＰＵＣＣＨのた
めの送信パワーは、数式２のように与えられることができる。第１のＰＵＣＣＨはＰＣｅ
ｌｌで送信され、第２のＰＵＣＣＨはＰＰＣｅｌｌで送信されることができる。第１のＰ
ＵＣＣＨと第２のＰＵＣＣＨは、同じサブフレームまたは互いに異なるサブフレームで送
信されることができる。
【００５４】
　基地局は、各無線機器に複数のＰＵＣＣＨセルで送信されるＰＵＣＣＨに適用されるＴ
ＰＣ情報をＰＤＣＣＨ上に送信する。前記ＴＰＣ情報のペイロード大きさは、ＰＤＣＣＨ
ブラインド検出回数を減らすために、既存ＤＣＩフォーマット３／３Ａのペイロード大き
さによって定義されることができる。
【００５５】
　一方、各ＰＵＣＣＨセル別にＴＰＣ－ＲＮＴＩが与えられることもできる。基地局は、
各ＰＵＣＣＨセル別にＴＰＣ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ｉｎｄｅｘを独立的に設定できる。無
線機器は、互いに異なるセルに対するＴＰＣを互いに異なるＰＤＣＣＨ上に受信すること
ができる。
【００５６】
　または、ＴＰＣ－Ｉｎｄｅｘは、２個以上のＰＵＣＣＨセルに共通された値を適用し、
ＴＰＣ－ＲＮＴＩは、各ＰＵＣＣＨ別に与えられることができる。
【００５７】
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　全てのＰＵＣＣＨセルに対して同じＴＰＣ－ＲＮＴＩと同じＴＰＣ－ｉｎｄｅｘが適用
されることができる。
【００５８】
　図５は、本発明の他の実施例に係るＵＬ送信パワー制御を示す。これはＤＬスケジュー
リングＤＣＩを利用したＵＬパワー制御を示す。
【００５９】
　ＰＣｅｌｌで受信されるＤＣＩ５１０は、ＰＤＳＣＨ５２０のためのＤＬスケジューリ
ングとＴＰＣに対する情報を含む。そして、無線機器は、ＰＰＣｅｌｌで前記ＰＤＳＣＨ
５２０のためのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫをＰＵＣＣＨ５３０上に送信する。
【００６０】
　ＤＣＩ５１０は、ＰＵＣＣＨ５３０のためのＴＰＣを含むことができる。ＰＣｅｌｌの
ＰＤＳＣＨ５２０に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックがＰＰＣｅｌｌで送信される
場合、該当ＰＤＳＣＨ５２０をスケジュールするＤＣＩ５１０内のＴＰＣは、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫフィードバックのためのＰＵＣＣＨ５３０に適用される。
【００６１】
　ＤＣＩ５１０は、ＰＣｅｌｌに限定されて送信されるものではなく、ＰＤＳＣＨまたは
ＰＤＣＣＨが送信されるＳＣｅｌｌで送信されることができる。
【００６２】
　以下、数式２を参考にして、ＰＵＣＣＨ送信パワーを設定するための初期パワーセッテ
ィングに対して記述する。
【００６３】
　数式２において、ＰＯ＿ＰＵＣＣＨは、基地局により与えられるオフセット値であり、
ｇ（ｉ）は、ＴＰＣにより持続的に調整される値である。より具体的に、Ｐ０＿ＰＵＣＣ

Ｈは、セル共通の環境を反映するための値であるＰ０＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＣＣＨと各
無線機器の環境を反映するための値であるＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＣＣＨを含む。ｇ（ｉ）は、
Ｐ０＿ＰＵＣＣＨが最初設定され、または再設定される場合、ｇ（０）＝０に初期化され
る。ランダムアクセス過程が実行された場合、ランダムアクセス過程中に調整された累積
値△Ｐｒａｍｐｕｐとランダムアクセス応答で与えられた値δｍｓｇ２との和、ｇ（０）
＝△Ｐｒａｍｐｕｐ＋δｍｓｇ２で初期化される。
【００６４】
　各ＰＵＣＣＨセルに対するＰＵＣＣＨの送信パワーに適用するＰ０＿ＰＵＣＣＨは、下
記のように設定されることができる。
【００６５】
　（１）各ＰＵＣＣＨセルに対してＲＲＣシグナリングを介してＰ０＿ＰＵＣＣＨ設定
【００６６】
　（２）ＰＣｅｌｌに設定されたＰ０＿ＰＵＣＣＨを他のＰＵＣＣＨセルに同じように使
用
【００６７】
　（３）ＰＣｅｌｌに設定されたＰ０＿ＰＵＣＣＨに対するオフセット値を各ＰＵＣＣＨ
セル別にＲＲＣシグナリングを介して設定
【００６８】
　（４）ＰＣｅｌｌに設定されたＰ０＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＣＣＨは、他のＰＵＣＣＨ
セルに同じように使用し、Ｐ０＿ＵＥ＿ＰＵＣＣＨは、各ＰＵＣＣＨセル別にＲＲＣシグ
ナリングを介して設定。これはＰＰＣｅｌｌとＰＣｅｌｌのカバレッジ及び周波数、位置
環境は類似するが、該当無線機器のＰＵＣＣＨ送信性能をＰＣｅｌｌとＰＰＣｅｌｌで差
別化する場合に有用である。
【００６９】
　（５）ＰＣｅｌｌに設定されたＰ０＿ＵＥ＿ＰＵＣＣＨ値は、他のＰＵＣＣＨセルに同
じように使用し、Ｐ０＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＣＣＨは、各ＰＵＣＣＨセル別にＲＲＣシ
グナリングを介して設定。これはＰＰＣｅｌｌとＰＣｅｌｌのカバレッジ及び周波数、位
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置環境は異なるが、該当無線機器のＰＵＣＣＨ送信性能は、ＰＣｅｌｌとＰＰＣｅｌｌで
類似に運用する場合に有用である。
【００７０】
　各ＰＵＣＣＨセルに対するＰＵＣＣＨの送信パワーに適用するｇ（ｔ）は、下記のよう
に初期化されることができる。該当ＰＵＣＣＨセルでランダムアクセス過程が実行されな
い場合、ｇ（０）は、以下のように設定されることができる。
【００７１】
　（１）該当ＰＵＣＣＨセルに対するＰ０＿ＰＵＣＣＨが新しく設定され、またはＰＣｅ
ｌｌに対するＰ０＿ＰＵＣＣＨが新しく設定されると、ｇ（０）＝０に設定。
【００７２】
　（２）ＰＣｅｌｌで最後に実行されたランダムアクセス過程中に調整された値△Ｐｒａ

ｍｐｕｐとδｍｓｇ２との和でｇ（０）設定。該当ＰＵＣＣＨセルに対するＰ０＿ＰＵＣ

ＣＨが新しく設定されない、またはＰＣｅｌｌに対するＰ０＿ＰＵＣＣＨが新しく設定さ
れない場合、この方式が適用されることができる。
【００７３】
　（３）前記（１）または（２）のうちどの方式に適用するかをＲＲＣシグナリングを介
して設定。
【００７４】
　図６は、本発明の実施例が具現される無線通信システムを示すブロック図である。
【００７５】
　無線機器５０は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）５１、メモリ（ｍｅｍｏｒｙ）５
２、及び送受信機（ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）５３を含む。メモリ５２は、プロセッサ５
１と連結され、プロセッサ５１により実行される多様な命令語（ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
ｓ）を格納する。送受信機５３は、プロセッサ５１と連結され、無線信号を送信及び／ま
たは受信する。プロセッサ５１は、提案された機能、過程及び／または方法を具現する。
前述した実施例で、無線機器のＵＬアップリンク制御動作は、プロセッサ５１により具現
されることができる。前述した実施例がソフトウェア命令語で具現される時、命令語は、
メモリ５２に格納され、プロセッサ５１により実行されて前述した動作が実行されること
ができる。
【００７６】
　基地局６０は、プロセッサ６１、メモリ６２及び送受信機６３を含む。基地局６０は、
非免許帯域で運用されることができる。メモリ６２は、プロセッサ６１と連結され、プロ
セッサ６１により実行される多様な命令語を格納する。送受信機６３は、プロセッサ６１
と連結され、無線信号を送信及び／または受信する。プロセッサ６１は、提案された機能
、過程及び／または方法を具現する。前述した実施例で、基地局の動作は、プロセッサ６
１により具現されることができる。
【００７７】
　プロセッサは、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒ
ａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路及び／またはデータ処理装置
を含むことができる。メモリは、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ
（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、メモリカード、格
納媒体及び／または他の格納装置を含むことができる。ＲＦ部は、無線信号を処理するた
めのベースバンド回路を含むことができる。実施例がソフトウェアで具現される時、前述
した技法は、前述した機能を遂行するモジュール（過程、機能など）で具現されることが
できる。モジュールは、メモリに格納され、プロセッサにより実行されることができる。
メモリは、プロセッサの内部または外部にあり、よく知られた多様な手段でプロセッサと
連結されることができる。
【００７８】
　前述した例示的なシステムにおいて、方法は、一連のステップまたはブロックで流れ図
に基づいて説明されるが、本発明は、ステップの順序に限定されるものではなく、あるス
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テップは、前述と異なるステップと、異なる順序にまたは同時に発生できる。また、当業
者であれば、流れ図に示すステップが排他的でなく、他のステップが含まれ、または流れ
図の一つまたはそれ以上のステップが本発明の範囲に影響を及ぼさずに削除可能であるこ
とを理解することができる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】
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